
住住
宅宅
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
制制
度度
のの
活活
用用
でで

仕仕
事事
確確
保保
、、
拡拡
大大
をを
はは
かか
ろろ
うう
！！

二二
〇〇
一一
三三
年年
元元
旦旦

執
行
委
員
長

相

川

哲

男

副
執
行
委
員
長

北

村

政

和

副
執
行
委
員
長

舩

津

栄

市

副
執
行
委
員
長

前

田

三

男

副
執
行
委
員
長

工

藤

是

正

副
執
行
委
員
長

丸

田

勉

副
執
行
委
員
長

髙

谷

義

信

書

記

長

田

上

一

郎

書

記

次

長

石

田

哲

雄

中
央
支
部
長

内

野

幸

雄

大
浦
支
部
長

田

上

義

高

市
南
支
部
長

山

本

秀

夫

東
長
崎
支
部
長

牧

島

貢

浦
上
西
支
部
長

古

川

勝

浦
上
東
支
部
長

田

中

秀

則

西
彼
支
部
長

松

林

満

男

諫
早
支
部
長

樋

口

義

雄

大
村
支
部
長

伊

藤

一

廣

島
原
支
部
長

木
之
田

隆

佐
世
保
中
央
支
部
長

塚

本

芳

美

佐
世
保
東
支
部
長

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
北
支
部
長

小

林

健

治

北
松
支
部
長

須

藤

輝

久

平
戸
支
部
長

寺

田

孝

弘

青

年

部

長

北

村

亮

樹

主

婦

会

長

馬

場

ヒ
ロ
子

他
執
行
部
一
同

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

㈳
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部

January
No.571
2013年1月15日

1部20円 組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂 TEL 095‐821‐1234

新春特集号
事務所は1月7日からです。
尚、1月5日は本部旗開きを行います。

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町17番58号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●若杉孝雄

1
1 毎月1回15日発行 2013年（平成25年）1月15日発行建 設 長 崎第571号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）�



平成24年度

△村山氏本人（左）、息子さん（右）

組
合
員
の
仕
事
確
保
を
最
優
先
に
取
り
組
む

不
況
の
今
こ
そ
結
集
し
て
組
織
拡
大
を

二
〇
一
三
年
、
健
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
、

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
組
合
運
動
の
柱
で

あ
る
、
組
織
拡
大
や
仕
事
確
保

の
取
り
組
み
、
建
設
国
保
の
予

算
獲
得
に
組
合
員
・
ご
家
族
の

皆
様
に
は
大
変
な
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
内
村
航
平
選
手
や
日
本
人

選
手
団
の
活
躍
で
歓
喜
し
た
一

年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方

で
は
、痛
ま
し
い
事
件・事
故
が

多
発
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
に
、
施
行
さ

れ
た
第
四
十
六
回
衆
議
院
総
選

挙
で
は
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

戴
き
ま
し
た
組
合
員
・
ご
家
族

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
の
建
設
経
済
予
測
（
建

設
経
済
研
究
所
発
表
）
に
よ
る

と
、
二
〇
一
三
年
度
の
建
設
投

資
は
、
前
年
比
二
・
〇
％
増
の

四
十
四
兆
六
、
〇
〇
〇
億
円
と

な
る
見
通
し
で
、
民
間
住
宅
投

資
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
減

少
す
る
も
の
の
、
消
費
増
税
前

の
駆
け
込
み
需
要
や
復
興
需
要

の
伸
び
で
、
前
年
度
比
五
・
一

％
の
増
加
で
、
住
宅
着
工
戸
数

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
五
・

二
％
と
増
加
す
る
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
の

周
り
で
は
依
然
と
し
て
建
設
産

業
の
景
気
回
復
へ
の
兆
し
は
見

通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。今

年
は
、
仕
事
確
保
対
策
を

最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

先
ず
、
県
・
市
に
対
す
る
公

共
工
事
の
発
注
や
積
算
単
価
・

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
を
継

続
的
に
取
り
組
み
、
特
に
、
経

済
波
及
効
果
と
雇
用
創
出
に
大

き
く
貢
献
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
県

当
局
に
対
し
て
、
県
議
団
の
力

添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
実
現
す

る
ま
で
、
粘
り
強
く
要
請
行
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
実
施
し
て
い
る
長
崎
市
、

佐
世
保
市
、
平
戸
市
、
雲
仙
市
、

南
島
原
市
、
五
島
市
、
島
原
市
、

大
村
市
、
長
与
町
に
対
し
て
、

新
年
度
の
継
続
と
予
算
拡
充
を

求
め
、
建
設
長
崎
の
推
薦
議
員

団
の
ご
協
力
を
頂
く
と
共
に
、

未
実
施
の
市
町
に
対
し
て
も
議

会
対
策
を
含
め
、
仕
事
確
保
受

注
拡
大
の
取
り
組
み
を
強
力
に

推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
私
ど
も
の
生
命
と
健

康
を
守
る
手
段
と
し
て
長
建
国

保
の
安
定
運
営
と
強
化
発
展
を

さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
資
格
調
査
や
新
た
な
療

養
付
加
金
制
度
を
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の

な
お
一
層
の
取
り
組
み
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
不
況
の
中
だ
か

ら
こ
そ
、
全
組
合
員
の
結
束
と

団
結
で
組
織
を
強
く
大
き
く
す

る
こ
と
が
、
諸
要
求
を

実
現
す
る
原
動
力
と
な

り
ま
す
。

若
年
技
能
後
継
者
が

魅
力
を
感
じ
る
建
設
産

業
を
目
指
し
た
、
新
た

な
取
り
組
み
が
明
日
を

拓
く
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。私

た
ち
は
、
全
建
総

連
や
全
国
の
仲
間
と
連

携
し
、
国
会
対
策
や
議

会
対
策
を
重
視
し
、
私

た
ち
中
小
建
設
業
者
や

技
能
労
働
者
の
社
会
的

地
位
の
向
上
を
目
指
す

と
共
に
、
諸
要
求
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
最
良
の
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

一
六
八
件
の
中
か
ら
見
事
受
賞

県
央
振
興
局
優
秀
工
事
表
彰

―
諫
早
支
部

村
山
保
征
さ
ん
―

十
一
月
八
日
㈭
、
県
央
振
興

局
研
修
室
に
お
い
て
、
県
央
振

興
局
区
域
に
お
け
る
二
十
四
年

度
の
優
秀
工
事
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
業
界
の
技
術
向
上
や
関
係

者
の
就
業
意
欲
に
努
め
た
完
成

工
事
・
一
六
八
件
の
中
か
ら
、

諫
早
支
部
の
㈱
ム
ラ
ヤ
マ
（
代

表
、
村
山
保
征
）
さ
ん
が
、
優

秀
工
事
賞
【
創
意
工
夫
】
部
門

で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
理

由
は
、
諫
早
農
業
高
校
の
生
活

実
習
室
の
耐
震
改
修
工
事
に
お

い
て
、
授
業
中
の
騒
音
・
振
動

に
対
策
を
行
い
な
が
ら
工
程
や

施
工
方
法
を
検
討
し
、
学
校
内

の
作
業
を
減
ら
す
創
意
工
夫
を

行
っ
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
村
山

さ
ん
は
「
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
こ
の
受
賞
を
励
み
に
今
後

も
技
術
技
能
の
向
上
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
喜
び
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来

賓
と
し
て
同
席
し
た
高
谷
支
部

協
会
長
も
「
仲
間
と
し
て
大
変

誇
ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
受
賞

を
称
え
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
賀
）

平成24年度 県央振興局優秀工事表彰
受賞工事の概要と表彰理由

○優秀工事表彰【創意工夫】
工事名称：諫早農業高校生活科学実習棟耐震改修工事
施工場所：諫早市立石町
施工業者：株式会社 ムラヤマ
工事概要：鉄骨ブレース新設 13箇所
表彰理由：本工事は、学校の耐震工事を施工したものです

が、授業中の騒音・振動に対策を行い、また工
程や施工方法を検討し学校内での作業を減らす
など、創意工夫に取り組んだ点を高く評価しま
した。

執
行
委
員
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

島原支部新事務所へ移転12月5日引越し、12月7日より業務再開
島原市門内町丙988-8 電話 0957（63）1297

（新事務所は国道57号線沿。）お近くにお出での際は気軽にお立寄り下さい。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第571号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2013年（平成25年）1月15日発行



新年
の
抱負

一
日
一
日
を
大
事
に

工
藤

大
介

年
男
の
年
と
な
り
ま
す
が
、

今
年
も
気
負
う
こ
と
な
く
一
日

一
日
を
大
事
に
し
て
、
し
っ
か

り
仕
事
を
頑
張
り
、
家
族
み
ん

な
が
健
康
で
明
る
く
楽
し
く
元

気
に
過
ご
せ
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

（
大
浦
支
部
）

日
々
を
元
気
に
過
ご
し
た
い

猪
村

栄
一
今
年
は
年
男

三
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
す
。

健
康
に
気
を
付
け
、
仕
事
・
家

庭
・
組
合
活
動
を
頑
張
り
、

日
々
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
央
支
部
）

一
生
懸
命

生
き
抜
く

後
藤

和
義

お
陰
様
で
皆
様
か
ら
沢
山
の

お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
て
、
私

も
六
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
の

人
生
、
長
い
の
か
短
い
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
一
生
懸
命
生

き
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後

と
も
、
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
市
南
支
部
）

大
工
一
筋
四
十
五
年

本
田

隆
彦

大
工
一
筋
に
生
き
て
き
て
、

早
や
四
十
五
年
が
経
ち
、
無
事

還
暦
を
迎
え
る
事
が
で
き
る
の

は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
こ
れ
か

ら
も
健
康
に
注
意
し
て
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
長
崎
支
部
）

健
康
第
一

黒
岩

義
富

早
い
も
の
で
、
今
年
で
還
暦

と
な
り
ま
す
。

今
年
も
健
康
に
気
を
つ
け
な

が
ら
、
特
に
ケ
ガ
に
は
注
意
し

な
が
ら
、
家
族
全
員
が
健
や
か

に
過
ご
せ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
浦
上
西
支
部
）

楽
し
み
は
擬
木
づ
く
り

中
学
を
出
て
五
十
年
以
上
、

左
官
の
仕
事
を
し
て
六
度
目
の

年
男
を
迎
え
ま
す
。

今
は
、
試
行
錯
誤
し
て
擬
木

や
擬
竹
を
考
え
て
作
っ
て
い
ま

す
。評

判
は
良
い
が
、
あ
ま
り
売

れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

今
年
こ
そ
は
、
擬
木
の
美
感

と
耐
久
性
を
伝
え
て
皆
さ
ん
が

使
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
、

考
え
て
い
ま
す
。

杉
山

達
美

（
浦
上
東
支
部
）

夫
婦
円
満
・
家
内
安
全

山
田

哲
夫

子
供
た
ち
三
人
が
家
を
離
れ
、

家
庭
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
さ

み
し
い
反
面
と
て
も
喜
ん
で
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
夫
婦
円
満
・

家
内
安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕
事

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
島
原
支
部
）

役
に
立
て
る
人
財
に

田
中

史
子

一
年
間
の
非
常
勤
を
経
て
、

正
式
に
長
建
国
保
の
一
員
と
な

り
ま
し
た
。
主
に
、
特
定
健
診

に
つ
い
て
担
当
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
で
の
出
会
い
と
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
に
携
わ
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
、
少
し
で
も
皆

様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

（
書
記
局
）

生
き
て
る
証

今
年
、
年
男
だ
か
ら
と
言
っ

て
も
、
別
に
何
も
変
わ
る
訳
で

は
な
く
、
自
分
自
身
は
、
い
つ

も
と
同
じ
で
仕
事
に
し
て
も
何

事
に
も
前
向
き
に
考
え
る
事
、

健
康
に
気
を
付
け
て
、
そ
の
日

の
幸
せ
に
感
謝
し
、
一
日
一
日

を
大
事
に
生
き
る
、
今
年
も
そ

う
願
い
た
い
で
す
。
最
後
に
、

組
合
員
皆
様
に
幸
あ
れ
と
、
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

東
島

保
則

（
大
村
支
部
）

妻
・
ご
先
祖
様
に
感
謝

山
田

牧
久

妻
に
感
謝
し
、
ご
先
祖
様
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
建
設
業
を

通
じ
て
今
後
も
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
平
戸
支
部
）

こ
れ
か
ら
も
和
気
藹
々
楽
し
く

山
田
二
三
男

還
暦
を
迎
え
て
身
心
の
円
熟

期
も
そ
ろ
そ
ろ
衰
え
を
見
せ
始

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
特
定
健

診
を
必
ず
毎
年
受
け
な
が
ら
健

康
管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

仕
事
に
励
み
、
そ
し
て
組
合
運

動
に
も
諫
早
支
部
の
皆
さ
ん
と

共
に
引
き
続
き
和
気
藹
々
楽
し

く
頑
張
り
ま
す
。

（
諫
早
支
部
）

マ
イ
ペ
ー
ス
を
モ
ッ
ト
ー
に

小
川

馨
自
分
で
は
、
ま
だ
ま
だ
若
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
体
の
あ
ち
こ

ち
に
痛
み
が
走
り
眠
れ
な
い
時

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
気
を
付
け
て
、
無
理
無
茶

を
せ
ず
毎
日
を
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
マ
イ
ペ
ー
ス
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
世
保
北
支
部
）

六
回
目
の
年
男

濱
本

勝
之

還
暦
を
過
ぎ
一
回
目
の
年
男

と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ

頑
張
り
ま
す
。

組
合
に
入
り
三
十
年
余
り
経

ち
ま
す
が
、
組
合
の
役
員
を
さ

れ
た
事
の
無
い
方
々
へ
一
度
役

員
を
経
験
し
て
頂
き
た
い
と
願

い
ま
す
。
き
っ
と
組
合
の
魅
力

に
気
付
く
は
ず
な
の
で
・
・
。

（
西
彼
支
部
）

組
合
活
動
頑
張
り
た
い

茅
原

一
樹

今
年
も
今
ま
で
同
様
、
事
故

や
病
気
に
注
意
し
て
、
仕
事
・

私
生
活
共
に
充
実
し
た
一
年
に

な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

組
合
活
動
に
つ
い
て
は
青
年

部
へ
の
参
加
が
中
心
と
な
り
ま

す
が
、
出
来
る
限
り
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
世
保
東
支
部
）
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特
定
健
診
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受
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ま
し
ょ
う

特
定
健
診
を

　
　

受
け
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し
ょ
う

特
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健
診
を
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け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
を

　
　

受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
を

　
　

受
け
ま
し
ょ
う

四
十
歳
〜
七
十
五
歳
未
満
の
長
建
国
保
加
入
の
み
な
さ
ま

▼

―
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
予
防
―

1
、
受
診
対
象
者

四
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
、
長
建
国
保
加
入

の
組
合
員
及
び
そ
の
家
族

2
、
受
診
料
（
受
診
者
の
個
人
負
担
額
）

受
診
料
の
個
人
負
担
額
は
〇
円
で
す
。

3
、
申
込
方
法

実
施
医
療
機
関
に
直
接
電
話
予
約
を
行
い

ま
す
。
そ
の
際
は
「
長
建
国
保
の
、
特
定
健

診
に
胸
部
Ｘ
線
検
査
を
加
え
た
組
合
特
別
健

診
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
一
言
添

え
て
下
さ
い
。

受
診
日
当
日
は
、『
特
定
健
康
診
査
受
診

券
』、『
質
問
票
（
記
入
し
て
お
く
）』、『
保

険
証
』
を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ
お
持

ち
下
さ
い
。

4
、
実
施
機
関

平
成
二
十
五
年
三
月
末
ま
で
実
施
い
た
し

ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
費
用
助
成

に
つ
い
て

長
建
国
保
で
は
、
加
入
し
て

い
る
被
保
険
者
（
組
合
員
、
家

族
）
全
員
を
対
象
に
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
、

健
康
や
予
防
の
啓
発
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
補
助
の

申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者
組

合
員
及
び
家
族
。

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
「
以
下
予
防
接
種
」

と
い
う
。
に
係
る
費
用
が
一
回

に
つ
き
一
、
五
〇
〇
円
を
超
え

た
と
き
、
一
、
五
〇
〇
円
を
超

え
た
額
を
補
助
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長
崎

県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支
部

窓
口
に
お
い
て
被
保
険
者
証
を

提
示
し
、
申
請
書
（
様
式
第
一

号
）
に
領
収
書
等
を
添
え
申
請

す
る
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

予
防
接
種
を
受
け
た
日
の
属
す

る
月
の
末
日
か
ら
起
算
し
て
六

ヵ
月
以
内
。

※
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
日
迄

に
申
請
が
必
要
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
被
保
険
者
証
、
②
予
防
接
種

の
費
用
と
わ
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
、
③
印
鑑

【
補
助
の
交
付
】

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に
問

題
が
な
け
れ
ば
、
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。（
申

請
時
に
交
付
）

《補助例》
インフルエンザの予防接種を1回接種し、

4，000円の接種費用を支払った場合。

4，000円－1，500円＝2，500円
（接種費用） （控除額） （補助額）

※自治体の助成（小児及
び高齢者等）により
予防接種の窓口負担
（支払額）が1，500円
未満であった場合は、
補助事業の対象とな
りませんのでご注意
下さい。

5．健診の内容

診 察：問診、計測、理学的所見、血圧
脂 質：中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール
肝機能：AST（GOT）、ALT（GPT）、γ -GT（γ -GTP）
代謝系：空腹時血糖（ヘモグロビンAlc）、尿糖
尿 ：尿蛋白

＋
胸部Ｘ線検査

6．実施医療機関
095－846－1888
095－871－1515
095－821－1367
095－857－3000
095－856－1112
095－861－1477
095－822－3251
095－861－1111
095－821－1214
095－841－9612
095－848－9171
095－879－0705
0956－49－3377
0957－27－2127
0957－52－2161
0950－28－1113
095－822－3151
0956－33－5335

※注意事項△

受診日当日、受診券又は保険証のいずれかを忘れてしまうと特定健康
診査を受けることが出来ません。△

受診券受領後に、長建国保の資格を喪失すると長建国保の受診券では
特定健康診査を受けることが出来ませんので、資格喪失の手続きの際
に支部の方で受診券を回収して下さい。

長崎市小峰町
長崎市深堀町
長崎市大浦町
長崎市滑石
長崎市虹が丘町
長崎市富士見町
長崎市新地町
長崎市淵町
長崎市籠町
長崎市茂里町
長崎市花丘町
長崎市上戸町
佐世保市田原町
諫早市多良見町
大村市古賀島町
平戸市草積町
長崎市油屋町
佐世保市大和町

聖フランシスコ病院
長崎記念病院
大浦診療所
長崎北徳州会病院
虹が丘病院
さとう内科医院
長崎市立市民病院
長崎市立病院成人病センター
十善会病院
長崎原爆病院
花丘診療所
上戸町病院
久保内科病院
長崎原爆諫早病院
市立大村市民病院
平戸市民病院
ながさき内科・リウマチ科病院
佐世保中央病院

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
2012年9月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、
バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、
打たせ湯、サウナ、
寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、
サウナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、
打たせ湯、
ジャグジーシャワー、
ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、
サウナ、水風呂、
露天風呂、タル湯

癒湯（露天風呂）、内湯、
釜風呂、壷風呂、檜風呂、
露天足湯、樽風呂、
炭のうたせ湯、寝湯

屋久杉風呂、檜風呂、
露天風呂、サウナ、
岩盤浴（別料金）

露天風呂、薬湯風呂、
サウナ

サウナ、冷水風呂、
壷湯、ジェットバス、
寝湯、塩サウナ、
家族風呂、
シェイプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、
檜風呂、寝風呂、
ジャグジーバス、
サウナ、家族風呂、
リラクゼーション

うずしお温泉美人の湯、
露天風呂、
貸切家族風呂

露天風呂、展望風呂、
タル風呂、水風呂、
サウナ、薬草風呂、
海草風呂、
ジャグジー風呂
展望露天風呂、
電気風呂、
ジャグジーエステ風呂、
座り湯、サウナ、
岩盤浴（別料金）、
家族風呂（別料金）

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額（大人350円、小人200円、幼児100円）となり、補助券の使用は出来ません。

所在地
電話番号

長崎市曙町39－38
095－862－5555

長崎市
野母町692－1
095－893－1133

長崎市
岩見町451－23
095－833－1126

西彼杵郡長与町岡郷
2762－1

095－887－4126

西彼杵郡長与町
高田郷284

095－856－2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289－2
095－856－2617

長崎市伊王島町
1丁目3277－7
095－898－2202

雲仙市
小浜町雲仙320
0957－73－3131

諫早市本野7－1
0957－25－8822

大村市
森園町663－3
0957－50－1126

佐世保市
谷郷町5－32
0956－23－6170

佐世保市
崎岡町853－12
0956－39－4800

平戸市川内町55
0950－23－2111

平戸市田平町
野田免210－6
0950－57－1110

利用者負担
（自己負担）

450円

350円

100円

200円

500円

400円

1，200円

700円

0円

250円

300円

150円

200円

300円

330円

350円

400円

400円

350円

300円

250円

300円

200円

600円

400円

200円

400円

350円

200円

300円

300円

300円

300円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

750円

350円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

500円

－

630円

－

700円

400円

－

－

550円

－

－

900円

－

－

－

－

600円

300円

600円

－

規定料金

800円

400円

400円

200円

800円

400円

1，500円

700円

0円

550円

300円

150円

650円

300円

730円

350円

800円

500円

650円

300円

650円

300円

200円

1，000円

400円

200円

700円

350円

200円

800円

400円

800円

300円

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（5歳以上）
幼児

（5歳未満）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（6歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

やすらぎ伊王島

雲仙
スパハウス

天然いさはや温泉
“和スパ”

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県
央
地
区

県
北
地
区

長建国保の、特定健診に胸部Ｘ線検査を加えた
組合特別健診の予約をお願いします。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第571号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2013年（平成25年）1月15日発行
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「四方転び踏み台」

●木造軸組構法住宅の構造計画に関する技術講習会
1 趣旨 木造軸組構法住宅の適切な構造設計法の普及を図るた

め、当該住宅の構造計画に係る基礎的な項目（建築基
準法の構造関係規定のうち当該住宅に関連するもの）
に関する講習を実施し、木造技術者の技術力の向上を
目的としています。

2 対象者 大工・工務店、建築士、住宅メーカー等
3 講師 ㈶日本住宅・木材技術センターが平成20年度に実施し

た講師向け講習会を受講した者
4 プログラム 卓上計算機を持参してください。

⑴講習内容
木造軸組構法住宅の構造計画に係る基礎的な項目（壁量計算、四分割法、
Ｎ値計算等）の概略的解説及び演習（本講習会は、昨年度に実施した同名
の講習会と同じ内容のものです。テキストも同じです）
使用テキスト：「木造軸組構法住宅の構造計画の基礎と演習」（第3版）

（発行：㈶日本住宅・木造技術センター）
⑵講習時間 3時間30分（休憩等を含む）
⑶講習日 平成25年2月6日㈬
⑷講習会場 諫早文化会館

●木造住宅の耐震改修に関する技術講習会
1 趣旨 木造住宅の耐震改修の適切な実施及び当該住宅の耐震化の促進を図るため、

当該住宅の耐震補強の考え方、耐震診断から耐震補強までの流れ、耐震補強
の方法等に関する講習を実施し、木造技術者の当該住宅の耐震化の促進に係
る意識の向上、及び当該技術者の当該耐震化に係る技術力の向上を目的とし
ています。

2 対象者 大工・工務店、建築士、建設業者等
3 講師 ㈶日本建築防災協会が平成20年度に実施した講師向け講習会を受講した者
4 プログラム

⑴講習内容
木造住宅の耐震補強の考え方と流れ及び耐震補強の方法（講義1）
木造住宅の耐震補強とリフォーム及びリフォーム工事の事例（講義2）
（本講習会は、昨年度に実施した同名の講習会と同じ内容のものです。テ
キストも同じです）
使用テキスト：「木造住宅の耐震補強の実務」（発行：㈶日本建築防災協会）
⑵講習時間 3時間45分（休憩等を含む）
⑶講習日 平成25年1月21日㈪
⑷講習会場 佐世保福祉会館

5 企画・運営等 企画・運営：一般社団法人 木を活かす建築推進協議会
一般社団法人 すまいづくりまちづくりセンター連合会

協 力：一般財団法人 日本建築防災協会
6 受講料 各1，000円（テキスト込み）
7 その他 建築CPD制度対象講習会です。

講習会のお申し込みについてのお問い合わせ

サンパートナーズ㈱ Tel 042-628-9588
（〒192－0042 東京都八王子市中野山王1－21－1）

組
合
で
は
、今
年
も
来
月（
二

月
）
の
第
一
週
よ
り
、
各
総
支

部
毎
に
日
程
を
組
ん
で
確
定
申

告
受
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
一
か
月
あ
る
と
、
の
ん
び

り
し
て
い
る
と
す
ぐ
に
受
付
時

期
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
月
中

よ
り
少
し
づ
つ
確
定
申
告
の
準

備
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ

変
更
点
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
に
直
接
関
係
す
る
部
分

で
一
点
、
生
命
保
険
料
控
除
が

改
組
さ
れ
控
除
の
適
用
限
度
額

が
十
二
万
円
（
旧
十
万
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
一
月

か
ら
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制

度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

（
詳
し
く
は
下
記
を
参
照
）

～税務署からのお知らせ～
平成26年1月から
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

▲

事業所得等を有する白色申告の方に対する
現行の記帳・帳簿等の保存制度について、平
成26年1月から対象となる方が拡大されます。
※ 現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者
は、白色申告の方のうち前々年分あるいは
前年分の事業所得等の金額の合計額が300
万円を超える方です。

平成26年1月からの記帳・帳簿等保存制度
◎ 対象となる方
事業所得、不動産所得又は山林所得を生すべ
き業務を行う全ての方です。
※ 所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等
の保存制度の対象となります。

◎ 記帳する内容
売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関す
る事項について、取引の年月日、売上先、仕入
先その他の相手方の名称、金額、日々の売上げ・
仕入れ・経費の金額等を帳簿に記載します。
記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとでは
なく日々の合計金額をまとめて記載するなど、
簡易な方法で記載してもよいことになっていま
す。
◎帳簿等の保存
収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、
取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求
書・領収書などの書類を保存する必要がありま
す。

※
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
詳
細
は
二
月
号
（
平
成
二
十
五
年
一
月
末
着
）
の
税
金
特
集
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

鏡
開
き

お
供
え
し
た
お
も
ち
を
食
べ
る

こ
と
で
、
年
神
か
ら
力
を
授
け
て

も
ら
い
ま
す
。
細
か
く
す
る
こ
と

を
、
縁
起
が
悪
い
「
切
る
」「
割

る
」と
い
う
言
葉
を
避
け
て
、「
開

く
」
と
言
い
ま
す
。
当
然
、
包
丁

を
使
う
の
は
厳
禁
。
水
に
つ
け
る

な
ど
し
て
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
か

ら
、
木
づ
ち
な
ど
で
た
た
き
ま
す
。

●型枠作業主任者講習会のお知らせ
■開催期日：平成25年2月14日㈭～15日㈮
■開催場所：県北建設総合会館

（講習期間2日間）
申込み要領
＊講習料 ①組合員6，000円

②組合員以外8，000円
＊講習時間 午前9時～午後5時迄
＊各支部にて受付（他の資格保有者は主任者手帳を提出のこと）
申請書、写真2枚（サイズ2．5㎝×3．0㎝）
※各講習会の開催にあたっては、10名以上を原則とします。
※10名以下の少人数の場合は、他の講習機関での受講をお願い
する場合があります。
※計画の内容については変更の可能性もありますので詳しくは
建設長崎新聞をごらんください。または学院（095－861－
9261）まで御連絡ください。

確
定
申
告
の
準
備
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

〔帳簿・書類の保存期間〕
保存期間

7年

5年

5年

保存が必要なもの
収入金額や必要経費を記載した
帳簿（法定帳簿）
業務に関して作成した上記以外
の帳簿（任意帳簿）
決算に関して作成した棚卸表そ
の他の書類
業務に関して作成し、又は受領
した請求書、納品書、送り状、
領収書などの書類

帳簿

書類

建設長崎青年技能競技大会
上
位
二
名
が

全
国
技
能
技
術
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

開催日時 平成25年5月26日㈰
受付時間 午前8時30分
開始時間 午前9時予定
終了時間 午後5時予定
開催場所 長崎高等技術専門学校

（西彼杵郡長与町高田郷547‐21）
競技課題 「四方転び踏み台」勾配10分の3
競技時間 6時間30分（製図及び実技）
参加資格 原則的には35歳以下の者
主 催 建設長崎技術対策部・青年部
審査委員 建設長崎技術技能対策部役員
表彰対象 上位3名の表彰と参加者全

員に参加賞を授与いたします。

あなたもチャレンジ
してみませんか

講習会
の

ご案内

毎月1回15日発行 2013年（平成25年）1月15日発行建 設 長 崎第571号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



満60歳以上でも
入れる共済です

◇1シニア医療タイプ
満60歳～満64歳迄の健康な方

（最高満70歳迄）

◇2シニア総合タイプ
満60歳～満64歳迄の健康な方

（最高満70歳迄）

◇3シニア傷害安心タイプ
健康状態に係わらず

満60歳～満79歳の方

◇4シニア傷害安心Ｈタイプ
健康状態に係わらず

満60歳～満79歳の方

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第571号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2013年（平成25年）1月15日発行
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海　

外

2012年の
10大ニュース

国　

内

サ
ビ
だ
ら
け
の
包
丁
を
丁
寧
に

研
ぎ
あ
げ

十
二
月
二
日
㈰
佐
世
保
東
支

部
で
は
、
支
部
事
務
所
の
駐
車

場
を
利
用
し
て
無
料
包
丁
研
ぎ

を
開
催
。

今
回
は
直
前
に
な
っ
て
場
所

の
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
来
場

者
が
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
と

予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
受
付

開
始
と
同
時
に
次
々
と
お
客
さ

ん
が
訪
れ
、
研
ぎ
手
の
組
合
員

さ
ん
達
が
サ
ビ
だ
ら
け
の
包
丁

な
ど
一
本
一
本
を
丁
寧
に
研
ぎ

あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
主
婦
会
の
皆
さ
ん
は
、

あ
た
た
か
い
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
来
場
者

と
組
合
員
さ
ん
の
冷
え
た
身
体

を
温
め
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
包
丁
研
ぎ
と
同
時
進

行
で
、
支
部
の
植
木
の
手
入
れ

も
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
早
い

で
す
が
正
月
仕
様
と
な
り
ま
し

た
。

（
古
井
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

田
中

秀
幸

小
谷

守

迎

稔

天
羽

靖
雄

坂
口

龍
夫

浦

福
未

坂
本

昇

森

榮
三
郎

田
中

光
輝

丸
田

政
洋

田
中

勇
男

迎

良
則

迎

良
子

田
中

光
子

都
市

秋
子

早
田

純
子

分
会
単
独
で
初
の
住
宅
デ
ー

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）
に
、

大
村
第
一
分
会
で
は
、
分
会
単

独
で
初
め
て
と
な
る
住
宅
デ
ー

を
木
場
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
小
春
日
和
の
温
か
い
、

絶
好
の
住
宅
デ
ー
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
朝
九
時
か
ら
の
受
付

開
始
時
間
に
お
客
さ
ん
の
姿
は

見
え
ず
、
初
め
て
の
開
催
だ
け

に
、
ど
う
な
る
の
か
な
と
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
客

足
も
増
え
て
、
最
終
的
に
は
包

丁
を
六
十
二
本
研
ぎ
上
げ
、
ま

な
板
十
五
枚
を
削
り
、
次
回
開

催
の
足
が
か
り
と
考
え
れ
ば
、

ま
ず
ま
ず
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。
包
丁
研
ぎ
は
、
使
い
慣
れ

た
各
自
持
参
の
研
ぎ
石
で
、
機

械
を
使
わ
ず
ほ
ぼ
手
で
研
ぎ
上

げ
ま
し
た
。
竹
と
ん
ぼ
作
成
教

室
で
は
、
作
っ
た
作
品
で
竹
と

ん
ぼ
飛
ば
し
大
会
が
自
然
と
始

ま
り
、
先
輩
組
合
員
の
熟
練
し

た
手
さ
ば
き
で
作
っ
た
竹
と
ん

ぼ
に
、
青
年
部
員
の
作
っ
た
竹

と
ん
ぼ
が
敵
う
は
ず
も
な
く
、

笑
い
が
飛
び
交
う
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

次
回
開
催
に
向
け
て
、
地
域

住
民
の
方
へ
の
開
催
告
知
を
工

夫
す
る
こ
と
、
毎
年
継
続
し
て

行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と

を
参
加
者
全
員
で
改
め
て
確
認

し
終
了
し
ま
し
た
。
（
井
関
）

十
一
月
二
十
二
日
の
草
履
作

り
に
参
加
。
今
回
は
二
回
目
の

開
催
で
、
古
着
を
ほ
ど
い
た
布

を
体
験
。
木
の
板
で
作
っ
た
道

具
は
松
川
さ
ん
が
持
っ
て
見
え
、

そ
れ
を
使
わ
せ
て
頂
き
な
が
ら

の
手
作
業
は
、
慣
れ
ず
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
形
さ
ん
、

道
端
さ
ん
、
特
に
松
川
さ
ん
に

は
手
を
貸
し
て
頂
い
て
、
ご
指

導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
で
昔
の
人
た
ち
の
苦
労
や

生
活
等
少
し
だ
け
で
す
が
、
わ

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

作
り
始
め
て
三
時
間
位
で
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

お
昼
に
は
山
形
さ
ん
の
差
し

入
れ
で
大
満
腹
！

戦
前
に
生
ま
れ
た
私
で
す
が
、

昭
和
二
十
三
年
頃
、
田
舎
の
小

学
校
で
は
草
履
が
上
履
き
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時

は
近
く
の
お
店
で
、
二
〇
円
で

買
い
学
校
へ
行
っ
て
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。今
は
、衣
・
食
・

住
い
ろ
ん
な
物
が
溢
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
豊
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
反
面
、
世
界
中
が
経

済
不
況
に
か
ら
れ
、
若
い
方
の

就
職
が
な
く
、
仕
事
が
な
く
て

悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
こ

そ
知
恵
を
し
ぼ
り
、
な
る
べ
く

お
金
を
か
け
ず
に
生
活
の
中
の

「
エ
コ
対
策
」
も
大
切
で
は
な

い
か
と
気
づ
き
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
草
履
は
ト
イ
レ
の
中

に
飾
り
、
ず
っ
と
健
康
で
動
き

歩
み
続
け
た
い
と
い
う
願
い
の

お
守
り
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
松
崎
サ
エ
子
）

●
東
日
本
大
震
災
か

ら
一
年

未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
一

年
（
三
月
）。
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
復
興
や
終
わ
り
の

見
え
な
い
原
発
事
故
、
長
期

に
わ
た
る
避
難
生
活
。
な
ぜ

で
き
な
い
、
被
災
者
見
据
え

た
温
か
い
政
治

●
全
国
で「
原
発
反
対
」

原
発
再
稼
働
決
め
た
政
府

に
抗
議
す
る
声
、
全
国
で
高

ま
る
。
官
邸
前
デ
モ
は
週
ご

と
に
膨
ら
み
、
六
十
年
安
保

時
を
再
現
。
東
京
・
代
々
木

公
園
で
の
集
会
に
は
全
国
か

ら
十
七
万
人
（
七
月
）

●
大
手
五
十
社
超
で

リ
ス
ト
ラ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
シ
ャ
ー
プ
な
ど

電
機
メ
ー
カ
ー
中
心
に
吹
き

荒
れ
る
リ
ス
ト
ラ
の
嵐
、
退

職
強
要
も
相
次
ぐ
。
希
望
・

早
期
退
職
募
集
す
る
上
場
企

業
が
五
十
社
超
え
（
八
月
）、

中
小
へ
の
波
及
も

●
消
費
増
税
法
成
立

「
社
会
保
障
」
口
実
に
消

費
増
税
法
成
立
（
八
月
）。

八
％
、
さ
ら
に
一
〇
％
へ
の

引
き
上
げ
で
、
庶
民
と
中
小

業
者
の
負
担
増
は
限
界
へ
。

乾
い
た
雑
巾
絞
る
気
か

●
欠
陥
機

オ
ス
プ
レ
イ
配
備

事
故
多
発
の
新
型
輸
送
機

Ｍ
Ｖ
―
22
オ
ス
プ
レ
イ
、
普

天
間
基
地
に
配
備
（
九
月
）。

「
危
な
い
か
ら
、
新
基
地
建

設
を
早
く
」
と
の
両
政
府
の

魂
胆
、
見
え
見
え

●
ダ
ル
と
イ
チ
が

大
活
躍

レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
に
入
団
し

た
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
（
一
月
）、

ヤ
ン
キ
ー
ス
に
移
籍
の
イ
チ

ロ
ー
（
七
月
）。
期
待
に
た

が
わ
ぬ
活
躍
に
、
野
球
フ
ァ

ン
が
歓
声

●
内
戦
激
化
す
る

シ
リ
ア

ア
サ
ド
政
権
の
弾
圧
激
化

し
内
戦
状
態
へ
。
相
次
ぐ
住

民
虐
殺
、
広
が
る
人
道
危
機

に
も
、
国
連
は
中
露
拒
否
で

非
難
決
議
さ
え
採
択
で
き
ず

（
二
月
）

●
民
主
化
進
む

ミ
ャ
ン
マ
ー

民
主
化
へ
の
動
き
始
ま
る

中
、
十
五
年
軟
禁
生
活
の
ア

ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー

さ
ん
が
国
会
議
員
に（
四
月
）。

制
裁
も
解
除
さ
れ
新
た
な
国

づ
く
り
進
む

●
尖
閣
・
竹
島
、

波
高
し

尖
閣
問
題
で
中
国
が
強
く

反
発
、
抗
議
デ
モ
の
激
化
も

（
九
月
）。新
時
代
の
日
中
・

日
韓
関
係
と
平
和
な
海
を
つ

く
る
た
め
、
今
こ
そ
知
恵
を

合
わ
せ
て

●
欧
州
危
機
の
影
響

拡
大

ギ
リ
シ
ャ
に
端
を
発
し
た

欧
州
の
財
政
金
融
危
機
が
拡

大
・
深
刻
化
へ
の
懸
念
強
ま

る
。
株
安
の
円
安
へ
と
波
及

し
、
世
界
経
済
同
時
減
速
の

恐
れ
も

佐
世
保
東
支
部

住
宅
デ
ー

大
村
支
部

大
村
第
一
分
会
住
宅
デ
ー

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

伊
藤

一
廣

福
田

通

原
田

保
彦

出
口

政
幸

小
玉

英
敏

木
下

泰
信

松
山

増
夫

吉
川

実

岩
元

秀
義

竹
田

英
雄

川
田

洋
一

上
野
美
喜
雄

金
水

誠

副
島

具
己

伊
藤

光
廣

渡
辺

克
子

伊
藤

久
子

浦
上
西
支
部

主
婦
会

昔のことを、尋ね求めて
そこから見解を得る。
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算 数 ク イ ズ算 数 ク イ ズ算 数 ク イ ズ
巳年クロスワード巳年クロスワード

A
答え

▲

出題・イラスト●モロズミ勝

B C D E

5

11

18

24

1

12

15

25

28

2

8

16

21

9

22

3

17

10

13

23

26

4

6

14

19

27

7

20

A

D

B

C

E
巳

巳

巳

み

み蛇

蛇

巳

巳

巳
み

み

蛇

蛇

応
募
方
法

あなたの支部名
　　　　氏　名
　　　　住　所
　　　　年　齢
　　　　職　業

2013年
「新春お年玉クイズ」

【クロスワードパズル】

【漢字de算数クイズ】

答え 5文字
A B C D E

問1
問2
問3
問4

問5
問6
問7
問8

問9
問10

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

電動工具の買い取り・引き取り・処分引き受けます

質流品特価
新品インパクト・スライド丸のこ

好評販売中‼

電動工具で
質貨し もしています

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

漢字de【問題】二重枠の文字をＡ～Ｅの
順に並べてできる言葉は、
なに？

例題1～2は、ある法則で答えが計算されています。
同じ法則を当てはめると問1～10も計算できます。さて、答えは？

問1 人 × 脚 ＝ 問2 国 ＋ 城 ＝
問3 載 × 遇 ＝ 問4 期 × 会 ＝
問5 攫 ＋ 金 ＝ 問6 位 × 体 ＝
問7 人 ＋ 色 ＝ 問8 面 ＋ 臂 ＝
問9 慮 ＋ 失 ＝ 問10 騎 × 当 ＝

問
題
が
解
け
た
ら
左
記
の
要
領
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
五
十
名
の
方
に
素
敵
な
記
念
品
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
七
日
㈪
必
着

1

奄
美
大
島
や
沖
縄
に
い
る
毒

ヘ
ビ
と
言
え
ば
？

2

地
域
。安
全
―
―
。豪
雪
―
―
。

工
業
―
―

3

お
せ
ち
料
理
を
入
れ
る
重
箱

な
ど
に
塗
る
植
物
性
塗
料

4

足
が
十
本
あ
り
ま
す

5

日
本
全
土
に
い
る
毒
ヘ
ビ

7

親
か
ら
子
に
伝
わ
る
体
質

9

農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

10

香
り
松
た
け
味
―
―

12

個
人
用
の
部
屋

14

―
―
読
み
の
―
―
知
ら
ず

16

気
は
優
し
く
て
―
―
持
ち

17

神
や
仏
に
供
え
る
物

18

お
年
玉
つ
き
年
賀
―
―

20

自
分
で
書
い
た
―
―
履
歴
書

22

動
物
の
毛
の
並
び
具
合

23

ド
ア
の
こ
と
で
す

25

一
富
士
二
―
―
三
な
す
び

27

人
生
七
十
古
来
稀
な
り

1

カ
エ
ル
は
両
生
類
で
す
が
、

ヘ
ビ
は
？

5

眠
く
な
る
と
ふ
さ
が
り
ま
す

6

お
わ
ん
の
舟
に
は
し
の
―
―

8

花
札
の
七
月
（
萩
）
に
描
か

れ
て
い
る
動
物

11

お
相
撲
さ
ん
が
踏
み
ま
す

13

―
―
パ
ン
。
マ
ス
ク
―
―

15

宝
船
に
乗
っ
た
七
人
の
神
様

18

大
黒
天
の
使
い
の
白
ネ
ズ
ミ

は
―
―
ネ
ズ
ミ
と
も
言
う

19

間
違
っ
て
い
る
字

21

テ
ニ
ス
や
卓
球
で
球
を
打
つ

24

南
の
反
対
方
向

26

脊
柱
の
最
下
部
に
あ
る
骨

28

鏡
も
ち
を
下
げ
て
食
べ
ま
す

※倉庫の片付け処分、買い取り好評を得ております‼

★普通のリサイクル店とは違う‼

生活サポート館TEL·FAX
(0956) 49-3321

佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）

例2

転 × 倒 ＝56
例1

寒 ＋ 温 ＝ 7

明けましておめでとうございます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月19日㈯

初市
（お楽しみ抽選会）

長建木材供給㈱
取締役社長 高島 正弘
西彼杵郡時津町左底郷1の4
T E L 095-882-0304
F A X 095-882-6594

2013年 建設長崎各支部新春旗開き
月日 曜 支部名 時間 会場

1月10日 ㈭ 平戸 19：00 支部事務所

1月11日 ㈮ 市南 19：00 割烹「みやこ」

浦上東 19：00 建設技能会館（組合本部）

佐世保東 19：00 支部事務所

1月15日 ㈫ 東長崎 18：30 川徳

佐世保北 19：00 中里皆瀬公民館

1月16日 ㈬ 中央 19：00 地区労会館2階

西彼 19：00 時津北部コミュニティセンター

諫早 19：00 諫早市勤労者福祉会館

佐世保中央 19：00 支部事務所

1月17日 ㈭ 北松 19：00 支部事務所

浦上西 19：00 建設技能会館（組合本部）

1月21日 ㈪ 大村 19：00 支部事務所

1月22日 ㈫ 大浦 19：00 大浦地区センター

1月24日 ㈭ 島原 19：00 彦八
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